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 瀬戸内市立瀬戸内市民病院だより 

≪理念≫ 市民に安らぎと幸せを届ける病院を目指します。 
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写真「あなたを振り向かせたい」 

令和 4 年度「患者さまアンケート」結果

（概要報告） 

西病棟回リハカフェあるばむ 

『「朝礼かわら版」でみる瀬戸内市民病

院のあゆみ』発刊 

特集「リハビリテーション」における作

業療法とは 

第 7 代モデルナースに委嘱状 

令和 5 年「新春書初め展」開催 

編集長雑感〝新しい酒は新しい革袋に

盛れ〟 

漫筆「見たり・言ったり・聞いたり」（14） 

シリーズ眼科の検査（7） 

総合案内を飾る季節の花（春の訪れ編） 

職員紹介コーナー『庭』 

速報「訪問看護ステーション開設」 

編集委員のちょっと一服~オリーブの木の
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「あなたを振り向かせたい」 総合案内から受付・会計窓口方向に向けてシャッターを切りました。総合案

内のカウンターには 7 種の花（チューリップ、菜の花、キンギョソウ、ストック、スターチス、クリスマ

スローズ、ネコヤナギ）が大ぶりの備前焼の花入に一同に会し、最大限の美しさを表現し「あなたを振り

向かせたい」と呼び掛けているようです。※7面に関連記事 （経営企画室次長 馬場洋一） 
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【
調
査
実
施
日
】 

入
院
に
つ
い
て
は
8
月
中
に

退
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
、
外
来

に
つ
い
て
は
12
月
14
日(

水)

か
ら
同
月
27
日(

火)

ま
で
の

10
日
間
に
お
い
て
受
診
さ
れ
た

患
者
さ
ん
を
対
象
に
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【
設
問
の
内
容
】 

中
止
し
て
い
る
外
来
の
〝
リ

ハ
ビ
リ
〟
を
〝
健
診
〟
に
変
更

し
た
他
は
、
昨
年
度
実
施
し
た

設
問
項
目
で
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

外
来
で
は
受
診
さ
れ
た
診
療

科
、
当
院
を
選
ば
れ
た
理
由
、

案
内
や
看
板
表
示
、
廊
下
や
階

段
の
安
全
と
歩
き
や
す
さ
、
待

合
室
の
椅
子
の
配
置
等
の
設
備

や
環
境
、
職
員
の
接
遇
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
等
、
並
び

に
総
合
評
価
。
入
院
で
は
、
入

院
目
的
、
入
院
期
間
、
施
設
・

設
備
、
清
掃
や
臭
気
等
の
環
境
、
職

員
の
接
遇
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配

慮
等
、
並
び
に
総
合
評
価
。 

【
回
収
数
の
状
況
】 

★
外
来
ア
ン
ケ
ー
ト 

回
収
数 

 

12

枚(

対
象
者
数
の 

0.7

%) 

★
入
院
ア
ン
ケ
ー
ト 

回
収
数 

42

枚(

同
48.3

%)
  

 

【
総
合
的
な
評
価
】 

外
来
に
お
け
る
総
合
評
価
3
項
目

の
代
表
的
項
目
で
あ
る
「
当
院
を
受

診
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
」
の
満
足

度
は
50.0

%
で
対
前
年
度
比
プ
ラ
ス

5.5

P
（
ポ
イ
ン
ト
）
。
入
院
に
お
け

る
総
合
評
価
5
項
目
の
代
表
的
項
目

で
あ
る
「
全
体
と
し
て
こ
の
病
院
に

満
足
し
て
い
る
（
当
院
に
入
院
し
て

よ
か
っ
た
）
」
の
満
足
度
は
89.7

%
で

対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
1.6

P
と
昨

年
度
を
若
干
下
回
る
評
価
を
頂
戴
し

ま
し
た
。 

た
だ
し
、
外
来
に
つ
い
て
は
回
収

数
が
12
枚
と
少
な
い
う
え
に
、
回
答

の
な
い
診
療
科
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

比
較
検
討
に
用
い
る
場
合
は
「
参
考
」

に
と
ど
め
る
こ
と
が
妥
当
と
判
断
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
個
々
の
方
々
の

評
価
と
ご
意
見
は
、
調
査
と
再
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
改
善
活
動
に

向
け
て
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
特
に
受
付
か
ら
診
療
ま

で
、
診
療
か
ら
会
計
ま
で
、
病
院
に
入

っ
て
か
ら
出
る
ま
で
の
各
段
階
の
待

ち
時
間
の
い
ず
れ
も
が
、
不
満
が
満
足

を
超
え
て
お
り
、
改
め
て
経
時
的
調
査

等
の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。 

以
上
、
外
来
回
収
数
が
極
め
て
少
な

 

い
こ
と
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
「
接
遇
ポ

イ
ン
ト
の
動
向
」
で
は
「
入
院
」
を
中

心
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
満
足
度
ポ
イ
ン
ト
の
動
向
） 

 

当
接
遇
委
員
会
で
は
、
「
満
足
度

（
％
）
―
不
満
足
度
（
％
）
」
で
算
出

さ
れ
る
数
値
を
満
足
度
ポ
イ
ン
ト

（
P
）
と
称
し
て
、
個
々
の
ア
ン
ケ
ー

ト
設
問
項
目
に
つ
い
て
前
年
度
と
の

比
較
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

入
院
に
お
け
る
満
足
度
ポ
イ
ン
ト

の
対
前
年
度
比
較
に
お
い
て
、
施
設
・

設
備
面
で
は
全
8
項
目
の
う
ち
「
売
店

や
自
動
販
売
機
の
設
置
」
な
ど
6
項
目

に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
な
り
ま

し
た
が
、
前
回
1
位
の
「
病
棟
や
病
室

内
の
清
掃
」
は
マ
イ
ナ
ス
評
価
な
が
ら

も
、
満
足
度
92.7

P
と
高
評
価
を
維
持

し
全
体
2
位
。「
ト
イ
レ
・
浴
室
・
洗
面

所
の
清
掃
」
は
プ
ラ
ス
7.4

P

の

95.2

P

で
全
項
目
の
ト
ッ
プ
評
価
と
な
り
ま
し

た
。
接
遇
面
で
は
、
全
9
部
門
の
う
ち

3
部
門
で
プ
ラ
ス
評
価
、
5
部
門
で
は

マ
イ
ナ
ス
評
価
「
症
状
・
治
療
に
関
す

る
説
明
」
で
は
、
全
8
部
門
の
う
ち
3

部
門
で
プ
ラ
ス
評
価
、
5
部
門
で
は
マ

イ
ナ
ス
評
価
と
な
り
ま
し
た
。
緊
張
感

を
も
っ
た
適
切
な
接
遇
、
患
者
さ
ん
の

理
解
が
す
す
む
よ
う
な
説
明
を
心
が
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
感
じ
ま
し
た
。 

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
」
で
は
マ

イ
ナ
ス
2.7

P
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
入
院
・
外
来
と
も
に
自
由
記

載
欄
の
「
当
院
の
改
善
す
る
べ
き
点
」

等
、
に
関
し
て
は
、
す
で
に
幹
部
会
議

や
病
院
運
営
会
議
で
報
告
し
て
お
り
、

業
務
改
善
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は

冊
子
に
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
、
並
び
に
1
階
受
付
待
合
、
同
診
察

待
合
、
2
階
各
談
話
コ
ー
ナ
ー
に
も
常

設
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
本
年
度
も
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
接
遇
委
員
会
委
員
長 

（
内
科
医
長
）
加
原
健
治
） 

 接遇委員会発  

令和 4年度「患者さまアンケート」結果（概要報告） 

接
遇
委
員
会
は
、
今
年
度
も

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
も
と
、
患
者
満
足

度
調
査
と
し
て
「
患
者
さ
ま
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 
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3
月
1
日
、
職
員
向
け
冊
子
「
『
朝
礼
か
わ
ら
版
』
で
み

る
瀬
戸
内
市
民
病
院
の
あ
ゆ
み
」
（
A4
版
白
黒
160
頁
）
を
発

行
し
ま
し
た
。
旧
病
院
の
頃
か
ら
毎
週
火
曜
日
の
8
時
15
分

か
ら
最
大
15
分
間
「
朝
礼
」
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

朝
礼
は
、
集
合
方
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
職
場
間
・
職
員
間
の

相
互
理
解
そ
し
て
情
報
共
有
と
い
う
観
点
に
お
い
て
も
有
意

義
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
令
和
2
年
度
に
至
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
集
合
方

式
か
ら
書
面
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
書
面
が
今
日

ま
で
継
続
発
行
さ
れ
て
い
る
「
朝
礼
か
わ
ら
版
」
で
す
。
今

回
、
令
和
2
～
3
年
度
分
の
「
朝
礼
か
わ
ら
版
」
に
「
病
院

年
報
」
の
要
素
を
取
り
入
れ
、
病
院
歳
時
記
と
し
て
、
且
つ

「
ミ
ニ
年
報
」
と
し
て
も
活
用
で
き
る
冊
子
と
し
て
編
纂
し

節分豆まき 

1月25日（水曜日） 

ひな祭り 

2 月 22 日（水曜日） 

 

 

西病棟 回リハカフェあるばむ 

 『
「
朝
礼
か
わ
ら
版
」
で
み
る
瀬
戸
内
市
民
病
院
の

あ
ゆ
み
』発
刊 

ま
し
た
。 

今
後
は
更
に
医
療

関
係
資
料
の
充
実
等

に
よ
り
、
平
成
28
年

度
版
以
来
の
正
式
年

報
発
行
の
域
に
ま
で

高
め
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。 

（
経
営
企
画
室

次
長 

馬
場
洋
一
） 
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リハビリテーション科 作業療法士 木村真穂 

特集「リハビリテーション」における作業療法とは 

「
作
業
療
法
士
と
は
ど
ん
な
仕

事
を
す
る
の
で
す
か
？
」「
作
業
療

法
士
と
は
ど
ん
な
治
療
を
す
る
の

で
す
か
？
」
な
ど
と
、
耳
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
本
誌

面
を
お
借
り
し
、
そ
の
よ
う
な
疑

問
に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

当
院
で
は
複
数
の
診
療
科
が
患

者
さ
ま
の
疾
患
に
対
応
す
べ
く
、

日
々
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
入
院
時
か
ら
退
院
後
の

生
活
動
作
を
見
据
え
て
患
者
さ
ま

お
一
人
お
ひ
と
り
と
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
が
あ
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
所
属
の
職
種
と
し
て
は

医
師
を
除
く
と
、
当
院
で
は
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
の
3
職
種
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
医
師
の
指
示

の
下
、
運
動
器
疾
患
・
脳
血
管
疾

患
・
心
大
血
管
疾
患
・
呼
吸
器
疾

患
等
を
有
す
る
患
者
さ
ま
に
対

し
、
Ｃ
Ｔ
画
像
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
、

そ
の
他
の
検
査
デ
ー
タ
は
も
と
よ

り
、
チ
ー
ム
医
療
を
通
じ
得
ら
れ

た
情
報
、
及
び
患
者
さ
ま
や
ご
家

族
か
ら
聴
取
し
た
内
容
（
治
療
に

有
益
と
考
え
ら
る
情
報
）
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
最
も
相
応
し
い

治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。 

各
療
法
の
主
な
特
徴
と
し
て
、

理
学
療
法
と
は
、
筋
肉
や
関
節
を

動
か
し
、
立
つ
、
座
る
、
歩
く
等

基
本
的
な
動
作
の
維
持
・
回
復
を

中
心
に
取
り
組
み
ま
す
。
言
語
聴
覚

療
法
と
は
、
言
葉
や
食
べ
る
機
能
の

障
が
い
等
の
回
復
に
取
り
組
み
ま

す
。
そ
し
て
作
業
療
法
と
は
、 

食

事
の
摂
取
や
身
体
の
移
動
、
更
衣
や

排
泄
な
ど
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動

作
）
に
含
ま
れ
る
訓
練
を
行
い
ま

す
。 

そ
の
後
、
掃
除
や
買
い
物
、

家
事
な
ど
の
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
手
段
的
日

常
生
活
動
作
）
の
向
上
に
努
め
、
自

分
ら
し
さ
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
標
に
関
わ
っ
て
い
き

ま
す
。 

 

こ
こ
で
私
が
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
大
腿
骨
頚
部
骨
折
（
太

も
も
の
骨
の
く
び
れ
て
細
く
な
っ

て
い
る
部
分
の
骨
折
）
や
転
子
部
骨

折
（
く
び
れ
の
下
の
出
っ
張
っ
た
部

分
の
骨
折
）
を
有
す
る
患
者
さ
ま
へ

の
リ
ハ
ビ
リ
内
容
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は

一
般
的
に
は
運
動
器
疾
患
の
範
疇

に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
転
倒
実

績
や
重
い
骨
粗
鬆
症
を
有
す
る
場

合
は
、
仮
に
転
倒
が
な
く
て
も
ち
ょ

っ
と
物
に
当
た
る
だ
け
で
生
じ
る

股
関
節
の
疾
患
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
疾
患
の
場
合
、
手
術
方
法
と

し
て
骨
接
合
術
（
器
具
で
折
れ
た
部

分
を
く
っ
つ
け
る
手
術
）、
人
工
股
関
節
置
換

術
（
人
工
の
関
節
に
置
き
換
え
る
手
術
）、
人

工
骨
頭
挿
入
術
（
人
工
の
骨
頭
に
入
れ
替
え

る
手
術
）
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
手
術
方
法
に

該
当
す
る
の
か
、
手
術
し
た
足
の
長
さ
・
痛

み
の
程
度
、
付
加
重
量
の
限
度
、
可
動
範
囲

の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
治
療
プ

ラ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、
そ
の
と
き
ど
き
の
状

態
を
確
認
し
な
が
ら
理
学
療
法
と
し
て
関
節

を
動
か
す
訓
練
や
力
を
つ
け
る
訓
練
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
次
に
作
業
療
法
と
し
て
、
Ａ

Ｄ
Ｌ
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、
付
加

重
量
に
制
限
が
あ
る
場
合
、
ベ
ッ
ド
か
ら
車

写真1 

写真 2 

作業療法士 木村真穂 
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椅
子
へ
の
移
乗
時
や
ト
イ
レ
を

利
用
す
る
時
な
ど
、
か
け
て
よ
い

重
さ
の
範
囲
内
で
行
え
る
よ
う

に
手
す
り
の
使
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
反
復
し
た
訓
練
を
行
い

ま
す
。
動
き
に
制
限
の
あ
る
場
合

は
何
か
へ
乗
り
移
る
時
や
更

衣
・
入
浴
等
を
行
う
場
合
、
痛
み

や
脱
臼
の
防
止
を
目
的
に
禁
忌

と
な
る
股
関
節
屈
曲
・
内
転
・
内

旋
（
手
術
し
た
部
分
を
曲
げ
過
ぎ

た
り
、
内
側
に
ひ
ね
る
動
き
を
し

な
い
）
な
ど
の
認
識
を
促
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば
更
衣
で
は
、
手

術
し
た
足
の
動
か
し
て
も
よ
い

方
向
を
促
し
な
が
ら
ズ
ボ
ン
や

靴
下
、
靴
の
着
脱
方
法
を
実
際
に

行
い
ま
す
（
写
真
1
）
。
入
浴
で

は
浴
槽
へ
の
出
入
り
の
際
、 

手
術
し
た
足
の

動
か
し
て
よ
い
方
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
出
入

り
の
訓
練
を
行
っ
て
い
き
ま
す
（
写
真
2
）。 

 

脳
血
管
疾
患
で
は
後
遺
症
と
し
て
手
や
足

に
麻
痺
を
生
じ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
、
麻
痺
を
補
う
動
作
の
獲
得
を

図
り
な
が
ら
、
で
き
得
る
動
作
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
物
を
掴
む
と
き
に
使

用
す
る
リ
ー
チ
ャ
ー
（
長
め
の
柄
）
や
靴
下
を

履
く
時
に
使
用
で
き
る
「
ソ
ッ
ク
ス
エ
イ
ド
」

（
写
真
3
）
等
自
助
具
の
使
用
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
心
大
血
管
疾
患
で
は
心
拍
数
の
変

化
や
、
患
者
さ
ん
が
感
じ
た
印
象
を
元
に
呼
吸

の
困
難
感
を
確
認
し
な
が
ら
生
活
動
作
の
訓

練
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、 

今
年
度
は

当
科
訓
練
室
に
調
理
器
具
を
設
置
す
る
な
ど

訓
練
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
も
徐
々
に
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

当
作
業
療
法
も
、
他
の
職
種
と
情
報
共
有
を

図
り
つ
つ
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
そ

の
人
に
相
応
し
い
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
つ
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ま
に
マ
ッ
チ
し
た
機

能
の
維
持
や
回
復
動
作
を
習
得
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
患
者
さ
ま
ご
自
身
が
退
院
後
の
生

活
場
面
を
一
層
想
像
し
て
い
た
だ
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ま
が
少
し
で
も

豊
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
常
必
要
な
動
作
の
習
得
の
他
、
自
宅
に
お
け

る
手
す
り
の
設
置
等
、
環
境
調
整
の
提
案
も
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

写真 3 

 
接
遇
委
員
会
発 第

7
代
モ
デ
ル
ナ
ー
ス
に
委
嘱
状 

接
遇
委
員
会
は
昨
年
12
月
、
令
和
5
年
を
担
当
す
る
第
7
代

モ
デ
ル
ナ
ー
ス
を
選
出
し
、
1
月
4
日
（
水
）
12
時
45
分
か

ら
会
議
室
に
お
い
て
、
委
員
長
で
あ
る
加
原
健
治
内
科
医
長
か

ら
委
嘱
状
と
刺
繡
さ
れ
た
Ｍ
Ｎ
（
モ
デ
ル
ナ
ー
ス
）
ワ
ッ
ペ
ン

（
写
真
1
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
2
）
。
こ
の
モ
デ
ル

ナ
ー
ス
は
新
人
看
護
師
や
後
輩
看
護
師
、
実
習
生
等
に
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
と
し
て
の
存
在
を
示
す
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
当
院
独

自
の
「
モ
デ
ル
ナ
ー
ス
制
度
」（
平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
実

施
）
に
よ
る
も
の
で
す
。 

委
員
会
で
は
推
薦
基
準
と
し
て
、
S

m

i

l

e
（
ス
マ
イ
ル
）+

５
S
（
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、

清
潔
、
し
つ
け
）
の
６
S
活
動
が
推
進
で
き
る
3

年
以
上
の
経
験
を
も
つ
看
護
師
の
中
か
ら
、
外
来

及
び
各
病
棟
1
名
ず
つ
、
あ
わ
せ
て
4
名
を
選

出
し
て
い
ま
す
。 

モ
デ
ル
ナ
ー
ス
は
今
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で

の
1
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い
て
使
命
感

を
も
っ
て
接
遇
の
模
範
と
な
る
べ
く
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
激
励
と
と
も
に
温

か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
第
7
代
モ
デ
ル
ナ
ー
ス
】 

 

北
病
棟 

高
原
伸
枝
（
継
続
） 

東
病
棟 

藤

井
恵
水 

 

西
病
棟 
平
岡
真
弓 

 

外
来 

平
井
舞
子 

 
（
接
遇
委
員
会
） 

 

写真 1 

写真 2 
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令和 5年「新春書初め展」開催 
 

レクリエーション委員会発 

 

令
和
5
年
新
春
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

委
員
会
主
催
の
書
初
め
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
委
員
会
は
職
員
の
親
睦
と
能
率
増
進

計
画
の
推
進
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

も
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
毎
年
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
や
四
季
の
お
茶
会
な
ど
積
極
的
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
全
く
活
動
で
き
な
い
ま
ま
約
3
年

が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。
当
委
員
会
で
は
、

昨
年
末
、
何
か
印
象
に
残
る
斬
新
な
親
睦
方

法
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
協
議
し
た
結
果
、

「
令
和
５
年
新
春
書
き
初
め
展
」
が
浮
上
。

早
速
に
具
体
的
な
企
画
に
取
組
み
ま
し
た
。

作
品
募
集
を
発
表
す
る
と
、
う
れ
し
い
こ
と

に
40
名
の
職
員
か
ら
80
点
も
の
作
品
が
エ

ン
ト
リ
ー
さ
れ
ま
し
た
。 

院
長
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
即
席
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
転
用
し
た
職
員
通
用
口
付
近
の
廊

下
の
壁
に
全
作
品
を
掲
示
し
ま
し
た
。
掲
示

期
間
は
1
月
11
日
（
水
）
～
22
日
（
日
）

ま
で
の
12
日
間
と
し
、
期
間
前
半
は
作
品

の
鑑
賞
。
中
盤
は
、
職
員
に
投
票
用
紙
を
準

備
し
、
応
募
者
名
を
伏
せ
て
掲
示
し
て
あ
る

作
品
の
中
か
ら
気
に
入
っ
た
作
品
番
号
を

記
入
し
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

投
票
の
結
果
は
、
特
選
、
金
賞
、
銀
賞
、

院
長
賞
な
ど
の
入
選
者
を
速
報
で
公
表
す

る
形
で
発
表
。
さ
さ
や
か
な
が
ら
景
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
職
員

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
ず
っ
と
院
内
に
漂
っ
て
い
た

閉
塞
感
を
打
破
で
き
た
こ
と
、
職
員
間
・

部
署
間
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
が
で
き

た
こ
と
等
、
い
い
こ
と
づ
く
め
の
開
催
だ

っ
た
と
総
括
し
て
い
ま
す
。
こ
の
書
き
初

め
展
の
更
な
る
発
展
と
、
更
に
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
レ
ク
委
員
長 

放
射
線
科
長 

 

（
診
療
放
射
線
技
師
） 

赤
木
耕
平
） 

 

「
さ
ん
さ
ん
広
場
」
は
平
成
28
年

度
か
ら
前
任
者
を
引
継
ぐ
形
で
担
当

し
、
こ
れ
ま
で
実
質
7
年
間
広
報
委

員
会
委
員
長
、
い
わ
ゆ
る
編
集
長
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
毎
年
度
交
代
す
る
編
集
委
員
も

私
の
在
任
中
の
交
代
は
少
な
く
、
気

心
が
知
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
作
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
編
集

理
念
と
し
て
は
露
出
度
を
高
め
、
透
明
度
を
上
げ
て
病
院
内
の
状
況
を
発

信
す
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ

き
、
そ
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
く
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
新
病
院
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
名
称
も
「
さ
ざ
な
み
」
か
ら

「
さ
ん
さ
ん
広
場
」
に
変
更
し
、
読
者
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
、
横
書
き
か

ら
縦
書
き
を
原
則
と
し
ま
し
た
。
お
蔭
さ
ま
で
、
こ
の
間
皆
様
か
ら
の
激

励
や
ご
感
想
を
励
み
に
少
し
ず
つ
改
善
し
な
が
ら
発
行
を
重
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
ず
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
退
職
に
よ

り
本
誌
か
ら
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
「
新
し
い
酒
は
新
し
い
革

袋
に
盛
れ
」
と
い
う
外
国
由
来
の
故
事
も
あ
り
ま
す
。
5
月
号
以
降
は

次
代
の
編
集
委
員
会
が
新
た
な
編
集
方
針
に
よ
り
、
読
者
の
皆
様
に
最
新

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
「
さ
ん
さ
ん

広
場
」
に
ご
声
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
広
報
委
員
会
委
員
長
（
経
営
企
画
室
次
長
） 

馬
場
洋
一
） 

 編
集
長
雑
感 〝

新
し
い
酒
は
新
し
い
革
袋
に
盛
れ
〟 

経営企画室次長 馬場洋一 
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（
Q
）
視
野
検
査
と
は
？ 

（
A
）
視
野
検
査
と
は
、
ま
っ
す
ぐ
前
を
見
て
い

る
時
の
見
え
る
範
囲
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
主
に

緑
内
障
の
診
断
や
経
過
を
み
る
た
め
に
行
い
ま
す

が
、
視
神
経
や
網
膜
な
ど
の
目
の
病
気
だ
け
で
な

く
、
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
の
病
気
を
発
見
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
検
査
は
片
眼
ず
つ
行
い
ま
す
。
大

き
な
半
球
状
の
器
械
を
の
ぞ
い
て
、
光
が
見
え
た

ら
ボ
タ
ン
を
押
す
と
い
う
検
査
で
す
が
、
光
は
ラ

 

 
シ
リ
ー
ズ
眼
科
の
検
査
（
7
） 

ン
ダ
ム
に
ど
こ
に
出
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

視
線
を
動
か
す
と
正
確
に
検
査
が
で
き
な

い
た
め
、
五
〜
十
分
間
ま
っ
す
ぐ
中
心
だ
け

を
見
続
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
出

て
く
る
光
の
明
る
さ
が
一
定
で
は
な
く
、
見

え
た
の
か
錯
覚
な
の
か
分
か
り
に
く
く
、
神

経
を
使
い
、
か
な
り
疲
れ
る
検
査
で
す
。
緑

内
障
初
期
の
視
野
欠
損
は
、
自
覚
症
状
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
で
指
摘
さ
れ
た

り
、
気
に
な
る
方
は
早
め
に
眼
科
を
受
診
し

て
下
さ
い
。 

（
視
能
訓
練
士 

髙
下
隆
恵
） 

  
 
 
 

（
視
能
訓
練
士 

髙
下
隆
恵
） 

 

 

 
漫
筆
「
見
た
り
・
言
っ
た
り
・
聞
い
た
り
」
（
14
） 

立春を迎え、総合案内にも賑やかな春の訪れを感じる季節とな

りました。ここに飾られる花は、専任の総合案内 丹生香久子看

護師が自宅から持参、あるいは当院を訪問される方々が届けてく

ださったお花や実物、葉物などをアレンジし一定周期で飾ってい

ます。今回は春にふさわしい 7種類のお花を集合させて下さって

います。早春の花、晩春の花、春から初夏にかけての花、などそ

れぞれ少しずつ見ごろは異なるものの、この時期に同時に開花し

ている奇跡の取り合わせ、名付けて「春の七宝（しっぽう）」で

す。どうぞお楽しみください。 

※表紙に関連記事 （広報委員会） 

 

 

総
合
案
内
を
飾
る
季
節
の
花
（
春
の
訪
れ
編
） 

こ
れ
は
、
某
県
に
あ
る
医
療
機
関
の
担
当
者
か
ら
聞
い
た
話
で
す
。
皆
さ
ん
も
健

診
を
受
診
す
る
際
、
健
保
組
合
や
自
治
体
の
制
度
を
利
用
し
て
受
診
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
で
す
。
組
合
健
保
の
補
助
が
利
用
で
き

る
と
勘
違
い
し
た
予
約
担
当
者
は
、
「
健
保
組
合
の
補
助
が
利
用
で
き
る
の
で
支
払

額
は
○
○
円
で
す
。
」
と
案
内
。
し
か
し
、
数
カ
月
後
に
健
保
組
合
か
ら
「
加
入
条

件
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
補
助
対
象
外
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
電

話
記
録
も
な
い
上
に
当
時
の
予
約
対
応
者
も
退
職
し
て
い
る
。
し
か
も
医
療
機
関
は

実
費
は
支
払
っ
て
も
ら
う
べ
き
、
と
の
方
針
。
▼
担
当
者
は
不
安
を
抱
え
な
が
ら
利

用
者
に
お
詫
び
の
言
葉
と
共
に
補
助
対
象
外
の
た
め
費
用
を
全
額
支
払
っ
て
い
た

だ
け
な
い
か
、
と
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
「
金
額
は
事
前
に
確
認
し
た
。
額
が
増
え
る

の
な
ら
受
け
な
か
っ
た
。」
、「
保
険
証
の
確
認
は
何
の
た
め
か
。
」
等
と
ご
立
腹
。
も

ち
ろ
ん
な
主
張
で
あ
る
。
困
っ
た
担
当
者
は
何
か
打
開
策
は
な
い
か
必
死
に
考
え
、

仮
に
市
の
補
助
制
度
が
利
用
で
き
れ
ば
全
額
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
自
己
負
担
額

が
半
額
に
抑
え
ら
れ
る
と
思
い
つ
き
、
遅
ま
き
な
が
ら
市
に
交
渉
、「
可
能
」
と
の

回
答
を
得
た
。
こ
れ
を
代
替
案
と
し
て
利
用
者
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
数
日
後
「
そ
の

金
額
を
支
払
う
」
「
あ
な
た
は
担
当
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
迷
惑
を
か
け
す
ま
な
か

っ
た
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
▼
医
療
機
関
側
の
不
備
に
は
触
れ
ず
、
む
し
ろ
「
迷

惑
を
か
け
た
」
と
ま
で
言
わ
せ
た
担
当
者
の
対
応
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
一
片
の
説
明
や
苦
労
で
は
な
か
っ
た
は
ず
、
誠
意
を
も
っ
て
誠
実
に
向
き

合
っ
た
結
果
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
担
当
者
の
対
応
は
ピ
ン
チ
を
凌
い
だ
の
み
な

ら
ず
、
利
用
者
を
医
療
機
関
の
フ
ァ
ン
と
し
て
獲
得
し
た
も
の
と
直
感
し
ま
し
た
。 

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
と
し
て
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
私

の
経
験
か
ら
一
旦
ピ
ン
チ
に
陥
っ
た
事
柄
が
チ
ャ
ン
ス
に
転
ず
る
こ
と
な
ど
容
易

で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
話
は
私
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
換
え
ら
れ
る
の
は
誠
意
と
誠
実
な
態
度
だ
け
か

も
し
れ
な
い
と
、
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。 

（
経
営
企
画
室
次
長 

馬
場
洋
一
） 
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事務局主査（診療情報管理士）の正岡彰朝です。本誌「さんさん広

場」では主に編集業務を担当させていただいています。平成 20 年当

院に採用され現在に至っています。 

皆様は「朝」という漢字の構成をご存じだと思いますが、十月十日

と書きます。まさしく私は、十月十日の朝に生まれました。父が、姓

名判断の本を見ながら一所懸命考えてくれた大切な名前です。 

小中高及び大学ではバドミントン部でしたが、現在はほとんどプレ

ーすることはなくなりました。そのかわり休日には、ランニングをし

たり、サッカークラブに入っている小学生の息子や甥っ子達とサッカ

ーなどで楽しく遊んでいます。元気に生活できることに感謝しつつ、

これからも一日一日を大切にしていけたらと思っています。 

 ★★ 次号の「庭」★★ 

 臨床検査技師の田村美紀さんです。ご期待ください。 

 
4 年に一度開催される WBC（野球の世界大会）が 3 月に開幕します。 

今年はメジャーリーグで活躍している選手も選出されるということで、二刀流で有名な大谷翔平選手が 

日本代表としてプレーする姿を見られるようです。また備前市出身の山本由伸選手も選出されています。 

2009 年以来の優勝を期待して侍ジャパンを応援しましょう！（Y） 

 
ちょっと一服    ～オリーブの木の下で～ 

編集委員の 

 

 
速
報
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
」 

3
月
1
日
付
で
当
院
内
に
「
瀬
戸

内
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。
「
住
み
慣
れ
た
場

所
で
い
つ
ま
で
も
生
活
で
き
る
よ
う

に
支
え
ま
す
」
と
い
う
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
柱
に
、
看
護
師

3
人
体
制
（
写
真
左
下
）
で
臨
み
ま

す
。
運
営
の
方
針
は
「
要
介
護
者
の
心

身
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
自
律
し
た
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
療
養

生
活
を
支
援
し
、
心
身
の
機
能
の
回
復

を
目
指
す
」
と
い
う
も
の
で
す
。
訪
問

看
護
の
内
容
と
し
て
は
、
療
養
上
の
お

世
話
、
医
師
の
指
示
に
な
る
医
療
処

置
、
床
ず
れ
予
防
・
処
置
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
へ
の
介
護
支
援
・
相
談
、
病
状

の
観
察
、
医
療
機
器
の
調
整
、
生
活
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。 

サ
ー
ビ
ス
地
域
は
瀬
戸
内
市
で
、
運

営
時
間
は
平
日
の
8
時
30
分
～
17

時
15
分
と
し
ま
す
が
、
緊
急
時
は
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
実
績
を
積
む
な
か
で
自
己

研
鑽
を
重
ね
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
機

会
を
得
て
適
宜
本
紙
等
で
取
り
組
み
の

状
況
を
発
信
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
者 

片
山
園
子
） 

※
左
か
ら
川
島
由
紀
看
護
師
、
片
山
園

子
管
理
者
、
吉
國
砂
紀
看
護
師 


